
 

 

◆ 医療費が高額になった時の手続き 
 

❑マイナンバーカードを 

健康保険証としてご利用ください 
 

同じ月内の医療費の自己負担額が高額になる場合、マイナンバーカードを医療機関に提示す

ることで、高額療養費制度における限度額を超える支払が免除されます。限度額は年齢や所得

によって異なります。  

※部屋代や差額ベッド代、入院中の食事代など保険適用外の費用については、対象となりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❑マイナンバーカードの健康保険証利用が難しい方は、、、 

「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」の提示が必要となります。 

加入している医療保険の窓口で、事前に交付申請をしてください。  

(ご加入の医療保険は、資格確認書または被保険者証の表面で確認できます。 

例：○○市国民健康保険、全国健康保険協会○○県支部、○○健康組合など)  

医療機関の窓口で、資格確認書または被保険者証とご加入の医療保険が発行した認定証を一

緒に提示して下さい。限度額を超える支払が免除されます。 

※保険料（税）の滞納があると、交付が受けられない場合があります。 

※所得区分によっては、申請が不要のため限度額適用認定証が発行されない場合があります。 

 

※東温市国民健康保険または後期高齢者医療制度加入者の場合 

【申請に必要なもの】 

・認定証が必要な方の資格確認書または被保険者証 

・窓口に来られる方の本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等） 

・過去 12か月の入院日数が 90日を超えた場合、入院日数を確認できる書類 

（領収書または入院期間証明書等） 

※世帯外の方が窓口に来られる場合は委任状が必要 

【申請窓口】  

東温市役所市民課（４番窓口）または川内支所 

マイナンバーカードの健康保険証利用で 

限度額適用認定証の準備が不要となりました！ 



 

 

❑限度額を超える医療費を支払った場合は、、、 

認定証の提示ができなかったり、複数の医療機関を受診したりして高額な医療費を支払った

場合、ご加入の医療保険の窓口に申請して認められると、限度額を超えた額が高額療養費とし

てあとから支給されます。 

ただし、支給には条件がありますので、詳細はご加入の医療保険の窓口にお尋ねください。 
 

※東温市国民健康保険または後期高齢者医療制度加入者の場合 

該当の方には、申請案内の通知書をお送りしますので、窓口にお越しください。 

【申請に必要なもの】 

・申請案内の通知書 

・窓口に来られる方の本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等） 

・振込先口座がわかるもの 

※名義人：（国保）原則世帯主名義。世帯主以外の場合は委任状が必要 

（後期）原則本人名義。本人以外の場合は委任状が必要 

   ・領収書（国保のみ） 

 

【申請窓口】  

東温市役所市民課（４番窓口）または川内支所 

 

❑入院したときの食事代・居住費が軽減される場合も 

入院したときは、診療や薬にかかる費用とは別に、所得に応じた食事代を支払います。 

また、療養病床に入院する場合は、食事代に加え居住費を支払います。 

住民税非課税世帯の方は、医療機関窓口にマイナンバーカードまたは「限度額適用・標準負担額

減額認定証」を提示することで、食事代及び居住費の一部が軽減されます。 

※過去 12 か月の入院日数が 90 日を超える住民税非課税世帯の方は、軽減額が変更となる場合があ

りますので、事前に加入している医療保険の窓口にご相談ください。 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

■ 医療費に関する問い合わせ 

・東温市国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入している場合 

東温市 市民課  ☎ ０８９－９６４－４４７１ 

・上記以外の方 

 (ご加入の医療保険は、資格確認書又は被保険者証の表面で確認できます。) 

各保険者（全国健康保険協会、健康保険組合等） 

 


